
※2Jl28日採決済

令和5年第1回定例会提出議案件名一覧表

匂令子日4年度三委県一般会吾付帯日告草ベ参拝0-%-)-:

令和5年度三重県一般会計予算

令和5年度三重県県債管理特別会計予算

令和5年度地方独立行政法人三重県立総合医療センター資金貸付特別会計予算

令和5年度三重県国民健康保険事業特別会計予算

令和5年度三重県母子及び父子並びに寡婦福祉資金貸付事業特別会計予算

令和5年度三重県立子ども心身発達医療センター事業特別会計予算

令和5年度三重県就農施設等資金貸付事業等特別会計予算

令和5年度三重県地方卸売市場事業特別会計予算

令手口5年度三重県林業改善資金貸付事業特別会計予算

令和5年度三重県沿岸漁業改善資金貸付事業特別会計予算

令和5年度三重県中小企業者等支援資金貸付事業等特別会計予算

令和5年度三重県港湾整備事業特別会計予算

令和5年度三重県水道事業会計予算

令和5年度三重県工業用水道事業会計予算

令和5年度三重県病院事業会計予算

令和5年度三重県流域下水道事業会計予算

三重県退職手当基金条例案

三重県特定都市河)1[浸水被害対策法施行条例案

博物館法の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整備に関する条例案
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議案第 23 号 三重県部制条例の一部を改正する条例案

議案第 24 号 三重県の事務処理の特例に関する条例の一部を改正する条例案

議案第 25 号 三重県職員定数条例の一部を改正する条例案

議案第 26 号 ゴ重県新型コロナウイノレス感染症対応中小企業者等金融支援臨時基金条例の一部を改玉する条例案

議案第 27 号 三重県手数料条例の一部を改正する条例案

議案第 28 号 三重県家畜保健衛生所手数料条例の一部を改正する条例案

議案第 29 号 三重県警察関係手数料条例の一部を改正する条例案

議案第 30 号 三重県子ども・子育て会議設置条例の一部を改正する条例案

議案第 31 号 三重県流域下水道条例の一部を改正する条例案

議案第 32 号 三重県建築基準条例及び三重累畜舎等の建築等及び利用の特例に関する法律施行条例の一部を改正する条例案

議案第 33 号 三重県宅地開発事業の基準に関する条例の一部を改正する条例案

議案第 34 号 三重県特定公共賃貸住宅条例及び三重県営住宅条例の一部を改正する条例案

議案第 35 号 公立学校職員定数条例の一部を改正する条例案

ト。 議案第 36 号 =重県立特別支援学校条例の一部を改正する条例案

議案第 37 号 三重県公営企業の設震等に関する条例の一部を改正する条例案

議案第 38 号 三重県病院事業条例の一部を改正する条例案

議案第 39 号 三重県国民健康保険広域化等支援基金条例を廃止する条例案

議案第 40 号 特定産業廃棄物事案に関する調査検討委員会条例を廃止する条例案

議案第 41 号 包括外部監査契約について

議案第 42 号 農林水産関係建設事業に対する市町の負担について

議案第 43 号 国営青蓮寺用水土地改良事業に係る償還に対する市町の負担について

議案第 44 号 土木関係建設事業に対する市町の負担について

議案第 45 号 損害賠償の額の決定及び和解について

議案第 46 -l号 損害賠償の額の決定及び和解について

議案第 47 号 損害賠償の額の決定及び和解について

議案第 48 号 和解について

議案第 49 号 第5次三重県ユニバーサノレデザインのまちづくり推進計画 (2023-2026)の策定について

議案第 50 号 三重県新エネノレギービジョンの改定について



令和4年度三重県一般会計補正予算(第11号)

令和4年度三重県県債管理特別会計補正予算(第2号)

令手口4年度地方独立行政法人三重県立総合医療センター資金貸付特別会計補正予算(第1号)

令和4年度三重県国民健康保険事業特別会計補正予算(第2号)

令和4年度三重県母子及び父子並びに寡婦福祉資金貸付事業特別会計補正予算(第2号)

令和4年度三重県立子ども心身発達医療センタ一事業特別会計補正予算(第3号)

令和4年度三重県就農施設等資金貸付事業等特別会計補正予算(第2号)

令手口4年度三重県地方卸売市場事業特別会計補正予算(第2号)

令和4年度三重県林業改善資金貸付事業特別会計補正予算(第2号)

令和4年度三重県沿岸漁業改善資金貸付事業特別会計補正予算(第2号)

令和4年度三重県中小企業者等支援資金貸付事業等特別会計補正予算(第2号)

令和4年度三重県港湾整備事業特別会計補正予算(第2号)

令和4年度三震県水道事業会計補正予算(第3号)

令和4年度三重県工業用水道事業会計補正予算(第3号)

令和4年度三重県電気事業会計補正予算(第3号)

令和4年度三重県病院事業会計補正予算(第3号)

令和4年度三重県流域下水道事業会計補正予算(第4号)

三震県公共施設等総合管理推進基金条例案

こども家庭庁設置法の施行に伴う関係法律の整備に関する法律及び児童福祉施設の設備及び遼営に関する基準等の一部を

改正する省令等の施行に伴う関係条例の整備に関する条例案

三重県臨民体育大会・全国障害者スポーツ大会運営基金条例を廃止する条例案

農林水産関係建設事業に対する市町の負担について

土木関係建設事業に対する市町の負担について

壬蓬県議会個州青幸闘護制9iJ案一
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69 

議案第 70 号

議案第 71 号

議案第 72 号

お議寸霊ト議亭喜一第-1-号
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c.n 

令和5年第1固定例会2月定例月会議 誇展覧審査結果一覧表

l区分 総数 採択 一部採択 不採択 審査中 継続審査 審議未了 その他

新規分 6 3 3 

継続分 l l 

言十 7 3 4 
」ー

(請願)

(新規分)

所管 受理
f牛 名 提 出 者 紹介議員 審査結果

処理経過及び結果の

委員会 番号 報告を求めるもの

戦略企 政府の軍事拡大政策への反対 津市乙部比一18 山本塁香

画雇用 誇 58 を求めることについて ニ重県平和委員会 稲森稔尚 不採択

経済 田中茂実

「より良い保育Jのために制 津市寿町7-50 みえ平和と労 山本塁香

度改善・支援を国に求めるこ 働会館内 稲森稔尚

とについて 三重県労働組合総連合(みえ労

医療保 連)

健子ど
言青59

議長新家忠文
採択

も福祉

病院 四日市市西日野町八幡1551-1 

ことり保育園内

二重県保育毘体連絡会

会長後藤間

崎
v

事
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所管 受理 処理経過及び結果の
イ牛 名 提 出 者 紹介議員 審査結果

委員会 番号 報告を求めるもの

医療保 新型コロナウイルス感染症か 津市柳山津輿1535-23 山本皇香

健子ど
請 60
ら国民の命を守る対策の強化 二重県社会保障推進協議会 稲森稔尚

不採択
も福祉 を求めることについて 会長林友信

病院

防災県
オスプレイの明野駐屯地飛来 津市乙部 14-18 山本皇呑

の差し止めと常駐使用をさせ 三重県平和委員会 稲森稔尚
土整備 請 61 不採択

企業
ないことを求めることについ 田中茂実

て 、

学校給食及び昼食における 四日市市東阿倉)11808-3 ) 11口 円

教育警
言青62

「心身の健康の増進と豊かな 全国有志子どもを思う会 中瀬古初美
採択 。

察 l入間形成Jの実現を求めるこ 三重支部代表片山愛塁 小島智子
官、

とについて 稲垣昭義

マスク著用の有無による差 四日市市東阿倉川 808-3 ) 11口 円

教育警
請 63
別・偏見等防止の啓発及び換 全国有志子どもを思う会 中瀬古初美

採択 。
察 気システム導入等に関するこ コ重支部代表片山愛里 小島智子

とについて 稲垣昭義



(継続分)

所管 受理
件 名 提 出 者 紹介議員 審査結果

処理経過及び結果の

委員会 番号 報告を求めるもの

!日統一協会・勝共連合と政治 津市寿町7-50 山本塁香

環境生 家との癒着究明・被害者救済 平和・民主・革新の日本をめざ 稲森稔尚

活農林 言青 53 を求める意見書を求めること す三重の会(略称・二重県革新 不採択

水産 について 懇)

代表世話人大野章

_， 
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資料3

令和5年第1回定例会2月定例月会議意見書案一覧表

令和5年3月

[意見書案]

O医療保健子ども福祉病院常任委員会提出 i

意見書案第1号保育士の配置基準及ひ演目遇改善等を求める意見書案

。議員発議

意見書案第2号地方議会におけるオンラインによる本会議への出席を可能と

する法改正を求める意見書案

意見書案第3号おたふくかぜワクチンの接種を予防接種法上の定期の予防接

穫に位置付けることを求める意見書案

意見書案第4号軽・中等度難聴児への補聴器購入費用助成制度創設を求める

意見書案

9 
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意見書案第 1号

保育士の配置基準及び処遇改善等を求める意見書案

上記提出する。

令平日 5年 3月 9日

提出者

医療保健子ども福祉病院常任委員長倉本 崇弘

ι 

1 1 
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保育士の配置基準及び処遇改善等を求める意見書案

近年、少子化が進む一方で、共働き世帯の増加等によって、保育の需

要は高まっており、子どもの健やかな成長を支えるための質の高い保育

サービスの提供が求められている。

一昨年、昨年と送迎パスに置き去りにされた園児が亡くなるという大

変痛ましい事故が立て続けに発生したほか、慢性的な保育士の人材不足

等による保育現場の課題が顕在化するなど、保育現場における子どもの

命と安全を守る対策は急務となっている。

現行の保育士配置基準では、子どもに対する保育士が少なく、子ども

への柔軟な対応及び安全な保育の確保に擁して、保育現場は大変内苦慮し

ている状況であると言わざるを得ない。

加えて、保育士はその賃金の低さも相まって、離職率が高く、保育人

材の確保及び定着は保育現場の喫緊の課題である。

よって、本県議会は、質の高い保育サービスの提供及び保育の担い手

の確保に向けて、国において保育士配置基準の改善を図るとともに、地

方の負担を増やすことなく、保育士の公民給与格差の是正も含め、保育

土の賃金水準の引上げなど更なる処遇改善を図ることを強く要望する。

以上のとおり、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。

令和年月日

三重県議会議長前野和美

13 



(提出先)

衆議院議長

参議院議長

内閣総理大臣

財務大臣

厚生労働大臣

内閣府特命担当大臣(少子化対策)

14 

J 



意見書案第 2号

地方議会におけるオンラインによる本会議への出席を可能とする

法改正を求める意見書案

上記提出する。

令和 5年 3月 10日

提 出者

}II 口 円

石寝智 矢

山 崎 博

中瀬古初美

島智子

里子村保夫

野 ロ 正

倉本崇弘

山 内 道 明

山 本塁香

稲森稔 尚

稲垣昭 義

15 
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地方議会におけるオンラインによる本会議への出席を

可能とする法改正を求める意見書案

本県議会では、新型コロナウイノレス感染症のまん延防止等の観点から、令

和2年度に三重県議会委員会条例の改正等を行い、オンラインによる委員会

等への委員等の出席を可能とした。さらに、臨機に正確な議事運営ができる

よう、必要なノウハウの蓄積に向けて、令和4年度にはオンラインによる代

表者会議等の試行及び模擬委員会の実施をすることで、全議員がオンライン

による出席を体験し、課題を整理して的確に運用できる環境が整いつつある。

現行法上、オンラインによる本会議への出席は認められていないが、緊急

時における地方議会の機能の維持、さらには、現に議場に来ることが困難な

者の地方議会への参画の観点を踏まえると、オンラインによる本会議への出

席を認める必要性があるといえる。

また、令和4年 12月には、第 33次地方制度調査会において、「多様な人材

が参画し住民に聞かれた地方議会の実現に向けた対応方策に関する答申jの

中で、オンラインによる本会議の出席について、「国会における取扱いの状況

も参考としつつ、丁寧な検討を進めていくべきである」と求めているところ

である。あわせて、どのような場合に、オンラインによる出席を可能とする

のかも課題とLて提起されている。

これらの議論等を踏まえ、総務省は、今年2月に I(本会議に)出席が困難

な事情により議場にいない欠席議員がオンラインによる方法で f質問j をす

ることは差し支えないj との見解を示したところである。いわゆる一般質問

等をオンラインによって行うことが可能になったことは一歩前進であるが、

あくまで欠席の取扱いのままであり、オンラインにより議案の表決等におい

ても参加できるようにするためには、オンラインによる本会議への出席を認

める必要がある。

このため、緊急時における地方議会の機能の維持、さらには、現に議場に

来ることが困難な者の地方議会への参画の観点から、オンラインによる本会

議への出席を可能とするとともに、出席要件等については、それぞれの地方

議会の実情に合わせた判断を可能とする制度が必要である。

よって、本県議会は、その制度の実現に向けて、固において、早急に検討

を進め、地方自治法の改正を行うよう強く要望する。

17 



以上のとおり、地方自治法第99条の規定広より意見書を提出する。

令和年月日

三重県議会議長 前野和美

18 



(提出先)

衆議院議長

参議院議長

内閣総理大臣

総務大臣

デジタル大臣

19 
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意見書案第 3号

おたふくかぜワクチンの接種を予防接種法上の定期の予防接種に

位置付けることを求める意見書案

上記提出する。

令和 5年 3月 10日

提 出者

) 11 口 円

石垣智矢

山 d時 博

中瀬古初美

島智子

野村保夫

野 口 正

倉本崇弘

山 内 道 明

山 本里香

稲森稔 尚

稲垣招 義

21 
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おたふくかぜワクチンの接種を予防接種法上の

定期の予防接種に位置付けることを求める意見書案

おたふくかぜ(流行性耳下腺炎)は、軽い疾患と思われがちである

が、実際には髄膜炎、脳炎・脳症等の神経の合併症を伴うリスク、そ

の合併症により聴覚障がい(難聴)等の後遺症を残すリスク、さらに

は、死に至るリスクもある重い疾患である。

この疾患を予防するおたふくかぜワクチンは、その効果と安全性

が十分に確認されており、日本小児科学会でも接種が推奨されてい

る。また、このワクチンの 1回接種を実施している国では、おたふく

かぜの発症者数は 88%減少し、 2回接種を実施している国では、99%

減少しているというデータも存在オる。

このため、おたふくかぜワクチンの接種率が向上することにより、

おたふくかぜの流行の防止、脳炎・脳症、聴覚障がい等の重篤な合併

症及び後遺症の発症者の減少並びに家庭内感染による乳幼児以外へ

のり患の防止といった効果や、これらの結果として、医療費の削減に

つながることも期待される。

しかし、現在、乳幼児へのおたふくかぜワクチンの接種は予防接種

法上の定期の予防接種とされていないことから、その接種費用は自

費となっている。そのため、このワタチンの接種の必要性を認識でき

ておらず、また、接種させたくても経済的理由により乳幼児に接種さ

せることができない保護者も多くいると思われる。このため、このワ

クチンに係る接種の勧奨及びその接種費用の公費負担が可能となる

よう、このワクチンの接種を同法上の定期の予防接種に位置付ける

必要がある。

よって、本県議会は、国に対し、おたふくかぜワクチンの接種を予

防接種法上の定期の予防接種に位置付けるよう強く要望する。

以上のとおり、地方自、治法第 99条の規定により意見書を提出する。

令和5年月 日

三重県議会議長 前野和美
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(提出先)

衆議院議長

参議院議長

内閣総理大臣

厚生労働大臣
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意見書案第4号

軽・中等度難聴児への補聴器購入費用助成制度創設を求める意見

書案

上記提出する。

令和 5年 3月 10日

提 出 者

)11 口 円

石 垣智 矢

山 崎 博

中瀬古初 美

島 智 子

野村保 夫

野 口 正

居メ入 本崇 5.L. 

山 内 道 明

山 本 里香

稲 森稔 尚

稲 王百 昭 義
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軽・中等度難聴児への補聴器購入費用助成制度創設

を求める意見書案

軽・中等度難聴は、高度難聴と異なり身体障害者手帳の交付対象止

はなっていないが、集団の中での聞き取りは困難であることから、当

事者にとって極めて重要な問題である。特に 18歳未満の聴覚障がい

は、言語・語葉の取得、コミュニケーション等の学習及び発達にも大

きな影響が生じやすい。また、片側難聴に関しても、左右の方向感の

低下、騒音下での聞き取りの低下等のおそれがあり、補聴器を使用す

ることにより社会生活を快適にすることの重要性も指摘されている。

しかし、 18歳未満の軽・中等度難聴児の補聴器使用は容易ではな

い。その理由として、保護者が補聴器購入の必要性を認識していない

こと、補聴器が非常に高額であり、経済的に購入が難しい世帯がある

こと等が考えられる。

一方で、現在、自においては、身体障害者手帳の交付対象となる高

度難聴に対しては、障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支援

するための法律に基づき、補聴器購入の助成が行われているが、軽-

中等度難聴に対しては、助成対象となっていない。また、本県も含め、

軽・中等度難聴児への補聴器購入の助成を独自に行う地方公共団体

もあるが、国として統一された制度ではないため、助成対象の範囲や

助成額等に地域差が生じている。

軽・中等度難聴児におけるコミュニケーションの重要な役割を担

う聴覚機能を維持するとともに、軽・中等度難聴児が言語・語葉の取

得等をすること及び社会生活をより快適にすることにつなげるため

には、国の制度として支援策を充実させる必要がある。

よって、本県議会は、国に対し、軽・中等度難聴児への補聴器購入

費用助成制度を新たに創設するよう強く要望する。

以上のとおり、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。

令和 5年月 日

三重県議会議長 前野和美

27 



(提出先)

衆議院議長

参議院議長

内閣総理大臣

財務大臣

厚生労働大臣
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| 資料4

花とみどりの三重づくり条例案について

1 内容

多様な主体の連携協力の下、花とみどりの活用の推進に関する施策を総合

的かっ計画的に推進し、もって個性豊かで活力ある地域社会及び心豊かな県

民生活の実現に寄与するため、花とみどりの活用の推進iこ関し、基本理念を

定め、及び県の責務等を明らかにするとともに、花とみどりの活用の推進に

関する基本的施策等を定めるものである。

2 施行期日

令和5年4月1日から施行する。ただし、第6章の規定は、同年 10Jll 

日から施行する。
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議
提
議
案
第
二
号

花
と
み
ど
り
の
三
重
づ
く
り
条
例
案

右

提

出

す

る

。

令
和
五
年
二
月
二
十
八
日

提
出
者
花
や
木
で
健
や
か
な
三
重
を
つ
く
る
条
例
策
定
調
査
特
別
委
員
長

花
と
み
ど
り
の
三
重
づ
く
り
条
例

林

正

人

目
次前

文

戸

第
一
章
総
則
(
第
一
条
・
第
二
条
)

第
二
章
基
本
理
念
(
第
三
条
第
五
条
)

第
一
ニ
章
県
の
責
務
等
(
第
六
条
!
第
八
条
)

第
四
章
基
本
的
施
策
(
第
九
条
第
十
八
条
)

第
五
章
基
本
計
磁
(
第
十
九
条
)

第
六
章
花
と
み
ど
り
の
三
重
づ
く
り
推
進
会
議
(
第
こ
十
条
・
第
二
十
一
条
)

第
七
章
施
策
の
推
進
(
第
二
十
二
条
第
二
十
四
条
)

附
則
花
壇
の
花
、
街
路
樹
を
は
じ
め
と
す
る
花
と
み
ど
り
に
は
、
人
を
癒
や
す
効
用
、
良
好
な
景
観
の
形
成

に
資
す
る
効
用
等
、
が
あ
る
。
そ
の
た
め
、
古
来
よ
り
街
道
に
松
、
桜
等
の
並
木
が
整
備
さ
れ
た
り
、
生
花

が
親
し
ま
れ
た
り
す
る
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
根
ざ
す
花
と
み
ど
り
を
活
用
し
た
ま
ち
づ
く
り
が
行

わ
れ
る
と
と
も
に
、
文
化
も
伝
承
さ
れ
、
ま
た
、
制
創
出
さ
れ
て
き
た
。

現
代
に
お
い
て
も
、
花
と
み
ど
り
は
多
岐
に
わ
た
り
活
用
さ
れ
て
お
り
、
例
え
ば
、
社
会
福
祉
施
設
等

で
の
花
と
み
ど
り
の
活
用
、
訪
れ
た
人
が
そ
の
地
域
に
親
し
み
を
覚
え
る
端
緒
と
な
る
よ
う
な
花
と
み
ど

り
の
活
用
と
い
っ
た
よ
う
に
様
々
な
場
面
に
お
い
て
花
と
み
ど
り
を
活
用
す
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
て
い
る
。

き
ず
な

ま
た
、
花
と
み
ど
り
の
活
用
が
多
様
な
主
体
の
連
携
協
力
の
下
で
行
わ
れ
る
こ
と
は
、
地
域
社
会
の
紳

の
形
成
、
維
持
及
び
強
化
に
資
す
る
こ
と
も
期
待
さ
れ
る
。

し
か
し
、
現
在
の
三
重
県
に
お
い
て
は
、
花
と
み
ど
り
が
十
分
に
活
用
さ
れ
♂
仰
る
と
は
言
い
難
い
。

管
理
の
効
率
化
、
道
路
空
間
の
安
全
確
保
や
地
域
の
声
へ
の
対
応
と
し
て
強
度
に
第
定
さ
れ
、
又
は
伐
採

さ
れ
る
街
路
樹
が
散
見
さ
れ
る
と
と
も
に
、
生
活
環
境
の
変
化
等
に
よ
り
、
花
を
飾
る
習
慣
も
失
わ
れ
つ

つ
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
中
、
花
と
み
ど
り
の
活
用
の
意
義
を
改
め
て
認
識
し
、
多
様
な
主
体
の
連
携
協
力
の
下
、

県
有
施
設
等
に
お
け
る
花
と
み
ど
り
の
活
用
、
街
路
樹
等
の
機
能
の
発
揮
、
花
と
み
ど
り
の
文
化
の
振
興

等
に
積
極
的
に
取
り
組
む
こ
と
で
、
県
民
生
活
に
お
け
る
花
と
み
ど
り
の
活
用
を
推
進
す
る
こ
と
が
求
め

ら
れ
る
。

こ
こ
に
、
我
々
は
、
県
を
挙
げ
て
花
と
み
ど
り
の
活
用
の
推
進
を
図
る
こ
と
で
、
花
と
み
ど
り
で
優
し

さ
あ
ふ
れ
る
健
や
か
な
ふ
る
さ
と
三
重
を
実
現
す
る
こ
と
を
目
指
し
、
こ
の
条
例
を
制
定
す
る
。

第

一

章

総

則

(
目
的
)

第
一
条
こ
の
条
例
は
、
花
と
み
ど
り
の
活
用
の
推
進
に
関
し
、
基
本
理
念
を
定
め
、
及
び
県
の
責
務
等

を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
花
と
み
ど
り
の
活
用
の
推
進
に
関
す
る
基
本
的
施
策
等
を
定
め
る
こ
と

に
よ
り
、
多
様
な
主
体
の
連
携
協
力
の
下
、
花
と
み
ど
り
の
活
用
の
推
進
に
関
す
る
施
策
を
総
合
的
か

乙0
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つ
計
画
的
に
推
進
レ
、
も
っ
て
個
性
豊
か
で
活
力
あ
る
地
域
社
会
及
び
心
豊
か
な
県
民
生
活
の
実
現
に

寄
与
す
る
と
と
を
目
的
と
す
る
。

(
定
義
)

第
二
条

こ
の
条
例
に
お
い
て
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
用
語
の
意
義
は
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る

と
こ
ろ
に
よ
る
。

一
花
と
み
ど
り
観
賞
の
用
に
供
さ
れ
る
植
物
及
び
街
路
樹
等
を
い
う
。

二
街
路
樹
等
街
路
樹
そ
の
他
の
良
好
な
景
観
の
形
成
に
資
す
る
植
物
を
い
う
。

第
一
一
章
基
本
理
念

(
多
様
な
主
体
の
連
携
協
力
)

第
三
条
花
と
み
ど
り
の
活
用
の
推
進
に
当
た
っ
て
は
、
県
、
困
、
市
町
、
県
民
及
び
事
業
者
等
の
多
様

な
主
体
が
相
互
に
連
携
し
、
及
び
協
力
し
て
効
果
的
に
行
わ
れ
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

(
県
民
及
び
事
業
者
の
意
識
の
高
揚
等
)

第
四
条
花
と
み
ど
り
の
活
用
の
推
進
に
当
た
っ
て
は
、
県
民
及
び
事
業
者
の
意
識
の
高
揚
を
函
り
つ
つ
、

自
発
約
な
活
動
が
促
進
さ
れ
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

(
花
と
み
ど
り
の
効
用
等
の
有
効
活
用
)

第
五
条
花
と
み
ど
り
の
活
用
の
推
進
に
当
た
っ
て
は
、
花
と
み
ど
り
の
人
を
癒
や
す
効
用
、
良
好
な
景

観
の
形
成
の
機
能
等
を
生
か
し
て
行
わ
れ
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
三
章
県
の
責
務
等

(
県
の
責
務
)

第
六
条
回
帰
は
、
前
章
の
基
本
理
念
(
以
下
こ
の
章
に
お
い
て
単
に
「
基
本
理
念
」
と
い
う
。
)
に
の
っ
と

り
、
花
と
み
ど
り
の
活
用
の
推
進
に
関
す
る
施
策
を
総
合
的
か
つ
計
画
的
に
策
定
し
、
及
び
実
施
す
る

責
務
を
有
す
る
。

2

県
は
、
前
項
の
施
策
の
策
定
及
び
実
施
に
当
た
っ
て
は
、
菌
、
県
民
及
び
事
業
者
と
の
協
働
に
努
め

る
も
の
と
す
る
。

3

県
は
、
第
一
項
の
施
策
の
策
定
及
び
実
施
に
当
た
っ
て
は
、
可
能
な
限
り
、
県
内
の
事
業
者
が
生
産

す
る
花
と
み
ど
り
を
活
用
す
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

(
県
民
及
び
事
業
者
の
役
割
)

第
七
条
県
民
及
び
事
業
者
は
、
基
本
理
念
に
の
っ
と
り
、
花
と
み
ど
り
の
活
用
の
意
義
に
つ
い
て
理
解

を
深
め
、
そ
の
日
常
生
活
及
び
事
業
活
動
を
通
じ
て
花
と
み
ど
り
の
活
用
に
積
極
的
に
努
め
る
と
と
も

に
、
県
が
実
施
す
る
花
と
み
ど
り
の
活
用
の
推
進
に
関
す
る
施
策
に
協
力
す
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す

る。(
県
と
市
町
と
の
協
働
)

第
八
条
県
は
、
市
町
が
花
と
み
ど
り
の
活
用
の
推
進
に
重
要
な
役
割
を
有
し
て
い
る
こ
と
に
鑑
み
、
基

本
理
念
を
踏
ま
え
つ
つ
、
市
町
に
対
し
、
そ
の
地
域
の
特
性
に
応
じ
、
県
と
協
働
し
て
、
花
と
み
ど
り

の
活
用
の
推
進
に
積
極
的
に
努
め
る
こ
と
を
求
め
る
も
の
と
す
る
。

2
県
は
、
市
町
が
実
施
す
る
花
と
み
ど
り
の
活
用
の
推
進
に
関
す
る
施
策
の
策
定
及
び
実
施
を
支
援
す

る
た
め
、
情
報
の
提
供
、
技
術
的
な
助
言
そ
の
他
の
必
要
な
措
震
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。

第
四
章
基
本
約
施
策

(
県
有
施
設
等
に
お
け
る
我
と
み
ど
り
の
活
用
)

第
九
条
県
は
、
そ
の
設
置
し
、
及
び
管
理
す
る
道
路
、
庁
舎
そ
の
他
の
施
設
(
以
下
こ
の
条
に
お
い
て

c..コ
ト。



「
施
設
」
と
い
う
。
)
に
お
い
て
、
そ
の
施
設
の
特
性
に
応
じ
、
花
と
み
ど
り
を
活
用
す
る
も
の
と
す
る
。

県
は
、
県
以
外
の
者
が
設
置
レ
、
又
は
管
理
す
る
施
設
に
お
い
て
、
そ
の
施
設
の
特
性
に
応
じ
、
花

と
み
ど
り
が
活
用
さ
れ
る
よ
う
必
要
な
支
援
を
行
う
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

(
街
路
樹
等
の
機
能
の
発
揮
)

第
十
条
県
は
、
そ
の
管
理
す
る
街
路
樹
等
が
有
す
る
良
好
な
景
観
の
形
成
の
機
能
そ
の
他
の
機
能
が
十

分
に
発
揮
さ
れ
る
よ
う
必
要
な
施
策
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。

2

県
は
、
県
以
外
の
者
が
管
理
す
る
街
路
樹
等
が
有
す
る
良
好
な
景
観
の
形
成
の
機
能
そ
の
他
の
機
能

が
十
分
に
発
揮
さ
れ
る
よ
う
必
要
な
支
援
を
行
う
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

(
社
会
福
祉
施
設
等
に
お
け
る
花
と
み
ど
り
の
活
用
の
促
進
)

第
十
一
条
県
は
、
社
会
福
祉
施
設
そ
の
他
花
と
み
ど
り
の
人
を
癒
や
す
効
用
が
十
分
に
発
揮
で
き
る
施

設
に
お
け
る
花
と
み
ど
り
の
活
用
を
促
進
す
る
た
め
、
必
要
な
施
策
を
講
ず
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す

ヲ匂。

2 

(
花
と
み
ど
り
の
文
化
の
振
興
)

第
十
二
条
県
は
、
生
花
そ
の
他
の
花
と
み
ど
り
の
文
化
の
振
興
を
図
る
た
め
、
日
常
生
活
に
お
け
る
花

と
み
ど
り
の
活
用
の
促
進
、
花
と
み
ど
り
に
関
す
る
伝
統
の
継
承
、
花
と
み
ど
り
の
新
た
な
文
化
の
創

出
等
に
対
す
る
支
援
、
花
と
み
ど
り
に
関
す
る
知
識
等
の
普
及
そ
の
他
必
要
な
施
策
を
講
ず
る
よ
う
努

め
る
も
の
と
す
る
。

(
花
と
み
ど
り
の
教
育
等
の
推
進
)

第
十
三
条
県
は
、
子
ど
も
に
対
す
る
花
と
み
ど
り
を
活
用
し
た
教
育
及
び
保
育
が
地
域
の
住
民
等
と
連

携
協
力
す
る
な
ど
し
て
効
果
的
に
実
施
さ
れ
る
よ
う
、
必
要
な
施
策
を
講
ず
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す

る。(
花
と
み
ど
り
の
名
所
づ
く
り
の
推
進
)

第
十
四
条
県
は
、
名
所
に
関
す
る
情
報
の
提
供
、
新
た
に
名
所
と
な
る
花
と
み
ど
り
を
活
用
し
た
場
の

整
備
そ
の
他
の
花
と
み
ど
り
の
名
所
づ
く
り
(
次
項
に
お
い
て
「
花
と
み
ど
り
の
名
所
づ
く
り
」
と
い

う
。
)
に
努
め
る
も
の
と
す
る
。

2

県
は
、
花
と
み
ど
り
の
名
所
づ
く
り
を
行
い
、
又
は
行
お
う
と
す
る
県
民
、
事
業
者
及
び
こ
れ
ら
の

者
で
構
成
さ
れ
る
民
間
の
団
体
に
対
し
て
、
必
要
な
支
援
を
行
う
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

(
人
材
育
成
等
)

第
十
五
条
県
は
、
花
と
み
ど
り
の
活
用
の
推
進
に
寄
与
す
る
人
材
の
育
成
及
び
確
保
に
努
め
る
も
の
と

す
る
。

2
県
は
、
花
と
み
ど
り
の
活
用
の
推
進
に
寄
与
す
る
産
業
の
支
援
に
努
め
る
も
の
と
す
る
。

(
情
報
収
集
等
)

第
十
六
条
県
は
、
花
と
み
ど
り
の
活
用
の
推
進
を
専
門
的
知
見
に
基
づ
き
効
果
的
に
実
施
す
る
た
め
に

必
要
な
情
報
の
収
集
及
び
提
供
、
調
査
研
究
の
推
進
等
を
行
う
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

(
県
民
及
び
事
業
者
の
理
解
の
増
進
等
)

第
十
七
条
県
は
、
花
と
み
ど
り
の
活
用
の
推
進
に
関
す
る
県
民
及
び
事
業
者
の
理
解
を
深
め
る
と
と
も

に
、
花
と
み
ど
り
の
活
用
の
推
進
に
向
け
た
県
民
及
び
事
業
者
の
気
運
が
醸
成
さ
れ
る
よ
う
必
要
な
施

策
を
講
ず
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

(
顕
彰
)

第
十
八
条

県
は
、
花
と
み
ど
り
の
活
用
の
推
進
に
寄
与
し
た
者
の
顕
彰
に
努
め
v

る
も
の
と
す
る
。

w 
w 



第
五
章
基
本
計
画

第
十
九
条
知
事
は
、
花
と
み
ど
り
の
活
用
の
推
進
に
関
す
る
施
策
の
総
合
的
か
つ
計
阪
的
な
推
進
を
図

る
た
め
、
花
と
み
ど
り
の
活
用
の
推
進
に
つ
い
て
の
基
本
的
な
計
画
(
以
下
こ
の
条
及
び
次
条
に
お
い

て
「
基
木
計
画
」
と
い
う
。
)
を
定
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

2

基
本
計
画
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
定
め
る
も
の
と
す
る
。

一
花
と
み
ど
り
の
活
用
の
推
進
に
関
す
る
基
本
的
な
方
針

二
花
と
み
ど
り
の
活
用
の
推
進
に
関
す
る
主
要
な
目
標

三
前
章
に
規
定
す
る
基
本
的
施
策
そ
の
他
の
施
策
の
う
ち
、
花
と
み
ど
り
の
活
用
の
推
進
に
関
し
、

県
が
総
合
的
か
つ
計
画
的
に
講
ず
べ
き
も
の

西
前
三
口
す
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
花
と
み
ど
り
の
活
用
の
推
進
に
関
し
必
要
な
事
項

3

前
項
第
二
号
の
目
標
に
つ
い
て
は
、
定
量
的
に
定
め
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

4

知
事
は
、
基
本
計
画
を
定
め
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
花
と
み
ど
り
の
一
一
一
重
づ
く
り
推
進

会
議
及
び
市
町
長
の
意
見
を
聴
く
と
と
も
に
、
議
会
の
議
決
を
経
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

5

知
事
は
、
基
本
計
画
を
定
め
る
に
当
た
っ
て
は
、
県
民
の
意
見
を
反
映
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、

必
要
な
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。

6

知
事
は
、
基
本
計
画
を
定
め
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、
こ
れ
を
公
表
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

7

前
三
項
の
規
定
は
、
基
本
計
画
の
変
更
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

B

知
事
は
、
毎
年
一
回
、
基
本
計
阪
に
基
づ
く
施
策
の
実
施
状
況
に
つ
い
て
議
会
に
報
告
す
る
と
と
も

に
、
こ
れ
を
公
表
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
六
章
花
と
み
ど
り
の
三
重
づ
く
り
推
進
会
議

(
設
置
及
び
所
掌
事
務
)

第
二
十
条
花
と
み
ど
り
の
活
用
の
推
進
に
関
す
る
施
策
を
調
査
審
議
す
る
た
め
、
知
事
の
附
属
機
関
と

し
て
、
花
と
み
ど
り
の
三
重
づ
く
り
推
進
会
議
(
以
下
「
推
進
会
議
」
と
い
う
。
)
を
置
く
。

2

推
進
会
議
は
、
次
に
掲
伊
る
事
項
に
つ
い
て
調
査
審
議
す
る
。

一

基

本

計

画

に

関

す

る

事

項

可

二
花
と
み
ど
り
の
活
用
の
推
進
に
関
す
る
施
策
に
関
す
る
事
項

三
前
二
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
知
事
が
必
要
と
認
め
る
事
項

3

推
進
会
議
は
、
前
項
に
規
定
す
る
事
項
に
関
し
、
知
事
に
意
見
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る
。

(
組
織
等
)

第
二
十
一
条
推
進
会
議
は
、
委
員
二
十
人
以
内
で
組
織
す
る
。

2

前
項
の
場
合
に
お
い
て
、
男
女
の
い
ず
れ
か
一
方
の
委
員
の
数
は
、
委
員
の
総
数
の
十
分
の
四
未
満

と
な
ら
な
い
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
知
事
が
や
む
を
得
な
い
事
情
が
あ
る
と
認
め
た
場
合
は
、
こ
の

限
り
で
な
い
。

3

委
員
は
、
関
係
行
政
機
関
の
職
員
、
学
識
経
験
の
あ
る
者
、
花
と
み
ど
り
の
活
用
の
推
進
に
関
す
る

事
業
に
従
事
す
る
者
そ
の
他
の
者
の
う
ち
か
ら
知
事
が
任
命
す
る
。

4

委
員
の
任
期
は
、
ニ
ギ
と
す
る
。
た
だ
し
、
補
欠
の
委
員
の
任
期
は
、
前
任
者
の
残
任
期
間
と
す
る
。

5

委
員
は
、
再
任
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
る
。

日
前
各
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
推
進
会
議
の
組
織
及
び
運
営
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、

め
る
。

規
則
で
定

第
七
章

施
策
の
推
進

ζ" 
.t 



(
体
制
の
整
備
等
)

第
二
十
二
条
県
は
、
第
六
条
及
び
第
八
条
の
責
務
等
を
果
た
す
た
め
、
必
要
な
体
制
を
整
備
す
る
と
と

も
に
、
花
と
み
ど
り
の
活
用
の
推
進
に
関
す
る
専
門
的
な
知
識
及
び
技
術
を
有
す
る
職
員
の
確
保
及
び

資
質
の
向
上
に
努
め
る
も
の
と
す
る
。

(
三
重
県
花
と
み
ど
り
の
日
及
び
三
重
県
街
路
樹
の
日
)

第
二
十
三
条
花
と
み
ど
り
の
活
用
の
推
進
に
関
す
る
県
民
及
び
事
業
者
の
理
解
を
深
め
る
と
と
も
に
、

花
と
み
ど
り
の
活
用
の
推
進
に
向
け
た
県
民
及
び
事
業
者
の
気
還
を
醸
成
す
る
た
め
、
三
重
県
花
と
み

ど
り
の
日
及
び
三
重
県
街
路
樹
の
日
を
設
け
る
。

2

三
重
県
花
と
み
ど
り
の
日
は
県
民
の
日
条
例
(
昭
和
五
十
二
ヰ
三
重
県
条
例
第
二
号
)
第
一
条
第
一

項
に
規
定
す
る
県
民
の
日
と
問
一
の
日
と
し
、
三
重
県
街
路
樹
の
日
は
十
一
月
十
一
日
と
す
る
。

3

県
は
、
三
重
県
花
と
み
ど
り
の
日
及
び
三
重
県
街
路
樹
の
日
に
は
、
そ
の
趣
旨
に
ふ
さ
わ
し
い
行
事

が
実
施
さ
れ
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

(
財
政
上
の
措
置
)

第
二
十
四
条
県
は
、
花
と
み
ど
り
の
活
用
の
推
進
に
関
す
る
施
策
を
推
進
す
る
た
め
、
必
要
な
財
政
上

の
措
置
を
講
ず
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

附

則

(
施
行
期
白
)

ー
こ
の
条
例
は
、
令
和
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
六
章
の
規
定
は
、
問
年
十
月
一

日
か
ら
施
行
す
る
。

(
準
備
行
為
)

2
推
進
会
議
の
委
員
の
選
任
の
た
め
に
必
要
な
行
為
そ
の
他
の
第
六
章
の
規
定
の
施
行
の
だ
め
に
必
要

な
準
備
行
為
は
、
同
章
の
規
定
の
施
行
の
日
前
に
お
い
て
も
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

(
検
討
)

3

こ
の
条
例
の
規
定
に
つ
い
て
は
、
こ
の
条
例
の
施
行
後
お
お
む
ね
四
年
ご
と
に
検
討
が
加
え
ら
れ
、

そ
の
結
果
に
基
づ
い
て
必
要
な
措
置
が
講
ぜ
ら
れ
る
も
の
と
す
る
。

提
案
理
由

多
様
な
主
体
の
連
携
協
力
の
下
、
花
と
み
ど
り
の
活
用
の
推
進
に
関
す
る
施
策
を
総
合
的
か
つ
計
画
的

に
推
進
し
、
も
っ
て
個
性
豊
か
で
活
力
あ
る
地
域
社
会
及
び
心
豊
か
な
県
民
生
活
の
実
現
に
寄
与
す
る
た

め
、
花
と
み
ど
り
の
活
用
の
推
進
に
関
し
、
基
本
理
念
を
定
め
、
及
び
県
の
責
務
等
を
明
ら
か
に
す
る
と

と
も
に
、
花
と
み
ど
り
の
活
用
の
推
進
に
関
す
る
基
本
的
施
策
等
を
定
め
る
必
要
が
あ
る
。
こ
れ
が
、

の
議
案
を
提
出
す
る
理
由
で
あ
る
。

、戸
」

c..:> 
CJ1 
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資料5

三重県議会委員会条例の一部を改正する条例案について

1 内容

三重県部制条例の一部改正に伴い、総務地域連携デ、ジタノレネ士会推進常任委

員会及び戦略企画雇用経済常任委員会の名称及び所管について、所要の改正

を行うものである。

2 施行期日

令和5年4月113から施行する。
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議
提
議
案
第
三
号

三
重
県
議
会
委
員
会
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
案

右

提

出

す

る

。

令
和
五
年
三
月
十
六
日

提
出
者

三
重
県
議
会
委
員
会
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

三
重
県
議
会
委
員
会
条
例
(
昭
和
三
十
一
年
三
重
県
条
例
第
六
十
五
号
)
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す

る。

議
会
運
営
委
員
長

キ7

林

軍法

次
の
表
の
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
を
問
表
の
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
規
定
に
傍
線
で
示
す
よ
う
に
改
正

す
る
。

改

五

後

改

五

前

(

常

任

委

員

会

の

所

管

等

)

(

常

任

委

員

会

の

所

管

等

)

東
二
条
常
任
委
員
会
の
名
称
及
び
所
管
は
、
次
の
と
一
第
二
条
常
任
委
員
会
の
名
称
及
び
所
管
は
、

お

り

と

す

る

。

お

り

と

す

る

。

制

樹

制

一

樹

新

出

斜

潤
樹
到
組
制
倒
刑
問
員
会

イ

持制 ( 
略

ロ

る
こ

に
関
溜
引
る

イ

(
略
)

る
こ

w 
<0 

次
の
と

(
路
)

樹
城
溺
捌
剖
刊
の
所
管
及
び
こ
れ
に
関
連
す
る

ヤ
」
し
〆
」
。

J
y
i
 

ノ イロ

沼
周
出
川
ー
開
智
刻
刊
明
こ

に

る

斗「

1

べ
(略〕

イ
専
時
w
創
岡
同
組
用
飼
料
制
倒
劃
員
会

制
刑
制
割
削
叫
の
所
管
及
び
こ
れ
に
関
連
す
る

こ
と
。

ロ

(
略
)

ノイ

議
会
事
務
局
の
所
管
及

こ
パ
判
d

ホ

に
関
連
す
る

と

る



も
引
を
凶
引
u
d
」

d

ペ
ー
刈
割
劃
周
到
制
所
管
別
制
こ
れ
に
関
濁
す
る

こ
と
。

、h
e

(
路
)(路
)

市
い
ー
は
同
陣
ド
|

附

則

(
施
行
期
日
)

1

こ
の
条
例
は
、
令
和
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

(
経
過
措
置
)

2

こ
の
条
例
の
施
行
の
際
現
に
改
正
前
の
三
重
県
議
会
委
員
会
条
例
(
次
項
に
お
い
て
「
旧
条
例
」
と
い

ぅ
。
)
の
規
定
に
よ
り
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
常
任
委
員
会
の
委
員
長
、
副
委
員
長
及
び
委
員
で
あ
る
者

は
、
そ
れ
ぞ
れ
改
正
後
の
三
重
県
議
会
委
員
会
条
例
(
次
項
に
お
い
て
「
新
条
例
」
と
い
う
。
)
の
規
定
に

よ
り
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
常
任
委
員
会
の
委
員
長
、
副
委
員
長
及
び
委
員
と
な
る
も
の
と
す
る
。

一
総
務
地
域
連
携
デ
ジ
タ
ル
社
会
推
進
常
任
委
員
会
一
総
務
地
域
連
携
交
通
常
任
委
員
会
一

一
戦
略
企
画
雇
用
緩
済
常
任
委
員
会

ι

一
-
敦
策
一
企
酒
雇
用
経
済
観
光
常
任
委
員
会

3

こ
の
条
例
の
施
行
の
際
現
に
旧
条
例
の
規
定
に
よ
る
常
任
委
員
会
で
審
査
中
又
は
調
筆
中
の
事
件
は
、

新
条
例
の
規
定
に
よ
り
当
該
事
件
を
所
管
す
る
こ
と
と
な
る
常
任
委
員
会
に
、
そ
れ
ぞ
れ
付
議
さ
れ
た
も

の
と
み
な
す
。

(
路
)(路
)

(
路
)

七

七

ワ
ム
“
・

qu

提
案
理
由

三
重
県
部
制
条
例
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
常
任
委
員
会
の
名
称
及
び
所
管
に
つ
い
て
、
所
要
の
改
正
を
行

、
ぅ
必
要
が
あ
る
。
こ
れ
が
、
こ
の
議
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を
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で
あ
る
。
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資料6

令和5年第1回三重県議会定例会提出予定議案概要(追加提案・その3)

区 分

。その他議案
(3件)

総務部

件 名

[議案第73号}
教育長の選任につき同意
を得るについて

{議案第74号1

概 要

予 算

条例案 件 議案 3件
その他議案 3件
w，-g 定 件
報 告 件
提 出 件
言十 3件

教育長に次の者を選任するにあたり、地方教育行政の組
織及び運営に関する法律第4条第1項の規定に基づき同意
を得るもの

福永和伸

監査委員の選任につき河 i 監変委員に次の者を選任するにあたり、地方自治法第
意を得るについて 11 9 6条第1項の規定に基づき悶意を得るもの

伊賀恵

[議案第75号]
収用委員会委員の選任に | 収用委員会委員に次の者を選任するにあたり、土地収用
っき同意を得るについて |法第52条第3項の規定に慕づき同意を得るもの

名島利喜
佐々木勝己
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資料7

議会運営委員会開会中継続調査申出事件一覧表

1 議会の運営に関する事項について

1 議会関係の条例及び規則等に関する事項について

1 議長の諮問に関する事項について
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常任委員会閉会中継続調査申出事件一覧表

総務地域連携デジタル社会推進常任委員会

1 行財政の運営について

1 地域振興の推進について

1 スポ」ツの振興について

1 県南部地域の活性化について

1 デジタル社会の形成について

戦略企画雇用経済常任委員会

1 県政の総合企画調整について

1 雇用対策について

1 エネルギ一政策について

1 産業振興(農林水産業を除く。)について

1 国際交流及び観光の振興について

1 会計管理、監査その他行政運営の適正確保について

環境生活農林水産常任委員会

1 生活文化行政の推進について
1 環境保全の推進について

1 廃棄物対策について
1 農業の振興対策について

1 林業の振興対策について

1 水産業の振興対策について

医療保健子ども福祉病院常任委員会

1 医療及び介護行政の推進について

1 保健衛生行政の推進について

1 子ども及び青少年の育成について

1 社会福祉及び社会保障の推進について

1 病院事業の運営について

防災県土整備企業常任委員会

1 危機管理及び紡災対策の推進について

1 公共土木施設の整備・維持管理について

1 都市計画、住宅、その他土木行政の推進について

1 公営企業(病院事業を除く。)の運営について

教育警察常任委員会

1 学校教育の充実について

1 社会教育及び文化財保護行政の推進について

1 警察の組織及び運営について

予算決算常任委員会

1 予算、決算等県財政について
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資料9

3月17日の議事予定

開議

諸報告 -付託議案審査報告書並びに請願審査結果報告書の提出について

.意見書案の提出について

日程第1

-議提議案並びに議案の配付について

-財政的援助団体等の監査結果の配付について

議案第4号から議案第72号まで

〔委員長報告、言論、採決〕

請願の件〔討論、採決〕日程第2

日程第3

日程第4

意見書案第1号から意見書案第4号まで〔討論、採決〕

特別委員会の調査事項に関する報告の件

日程第5 議提議案第2号〔提案説明、採決〕

日程第6 特別委員会廃止の件
f 

日程第7 議提議案第3号〔採決〕

日程第8 議案第73号から議案第75号まで〔提案説明、採決〕

日程第9 開会中の継続調査の件

日程第10 長期在職議員特別表彰の件

閉会

議長あいさつ

知事あいさつ

予算決算常任委員会理事会

広聴広報会議
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常任委員会、予算決算常任委員会分科会開催順序(案)

[令和5年].5月 常任委員会所管事項見明
5/22日)I (倒政策企醍用経済慨
5/23(火)I環境生活農林水産
5/24 (7.k) I (仮)総務蝉成車携交通

医療保健子ども福祉病院

教育警察

妨災i黒土整備企業

.6月 常任委員会・予算決算常任委員会分科会(同日開催)

資料10

6/21 (水)
(仮)政策企画麗用経済観光

環境生活農林水産(農) 医療保健子ども福柚丙院(医)
(政・観j

6/22 (木) (伺総務蝉成麟交通(瑚 防災県土整備企業(防)

6/23 (金)
(仮)政策企画雇用経済観光

環境生活農林水産(環)
(雇)

6/26 (月) (仮)総務雌威主携交通自治) 防災県土整備企業(県・企)

.10月 常任委員会・予算決算常任委員会分科会(同日間接)

10ノ5(木) (仮)政策企画雇用経法観光 防災県土整備企業(県・企)
(麗)

10/6 (鉛 (倒総務地域麟交通(地) 環境生活農林水産(農)

10/10ωく)
(イ反)政策企画雇用経済観光

防災県土整備企業(防)
(政・観j

10/11 (水) (倒総務雌綴謝発交通(総) 環境生活農林水産(環)

.10竃 11月 予算決算常任委員会分科会(戦虫調催)

10/31 (火)I (伺政策企画雇用経済観光|防災県土輔企業
l1/ 1 (水)I (伺総務蹴車携交通 |環境生活農林雄

・12月 常任委員会・予算決算常任委員会分科会(向臼開催j
12/11 (月)

(仮)政策企画雇用経済観光
防災県土盤情企業(紡)

(政・観j

12/12ωく) ({5)総務姥錫漣携交通(醐 環境生活農林水産(環)

12/13 (7.k) (仮)政策企画雇用経済観光 防災県土整備企業(県・企)
(麗)

12/14 (木) ({5)総務蝉お藍携交通俗) 環境生活農林水産(農)

o ()内は、部局名。

教育警察(警)

医療保健子ども樹鋪院(子・病)

教育警察(教)

教育警察(教)

医療保健子ども福1M両院(子・病)I 

教育警察(警)

医療保健子ども福樹丙院(医)

官療保健子ども福字血丙院

教育警察

医療保健子ども福干ill丙院(医)

教育警察(警)

医療保健子ども福凶両院(子・病)

教育警察(耕

総.総務部・部外、 政(仮)政策企画部、 地:(仮)蝦様車携・荷重部、 防:防災対策部、

医.医劇呆健部、子'子ども・福布訪日、 環環境生活部、農:農林水産部、麗:雇用経済部、観(仮)観光部

県:県土盟締 企:企期す、病:病院事業庁、教・教育委員会、 警:警察本部

O 審査・調査対象の部局は、当該委員会に付託される議案等の状況により、委員長の判断で開催する順序を変更
することが出来るものとする。なお、委員会の開催日は変更しない。

0委員会室 ({ti!総務地域教書交通常任委員会

(イti!政策企障雇用経済艶t常任委員会
環境生活農林水産常任委員会

医療保健子ども福干出両院常任委員会

防災県土笠備企業常任委員会

教育警察常任委員会
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301委員会室

302委員会主主

201委員会主主
501委員会室

202委員会室

502委員会室
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令和5年第2回定例会日程 資料ill
月 日 日 程 備考

5Jl 1日 !閉会中 人会

2<'1 
3日 、--ーー 1 ) 
4日 ----- :みどりの日5 、、、ーー :とどもの日
日 ----7 

---“ι 

8 司会 ド 人

9 也、買 轟 彊亙 人

1口 ン人
11 人
12 、会議 ~i，)'国う屡出

13 ---、ー
14 ----、、
15 
16 
17 
18 泰一一
19 
20 ~、~
21 日目 ~、、~

2213 月 ラた日.6. Iノl !丹明〔、福(仮祉)政病負R 旬帥ノu、

23日 三昌寺 l.s.担| u 
24日 三昼今 i明[ 圧) 日古i55

25 4宮'- 『委員会
26 fi1: A コ"
27 ---、
28 

害 陣墜藍E百29 01量定)
30 
31 休

6月 113 木 議案上稜(6月定例月会議)
iA コロミ

2 金 日本会
3 土 ----4 、---

5 た~7会- Z霊室璽6 邑令

7 
8 ζ会議

9 ノJ ム宮

10 、~、~
11 --、~

直璽12 
13 ム首

14 
5 
6 日註
7日 、-、、

8日 ----ー、
19日 休会
20日 季昌士

付医2託種山議醐保宋案健骨審そ査臥ども[ 議J童品筒~、ti会閉山づ長科叩会問〕21 日水 季昌会
-摩

22 日木 |委員会
暫羅 南腕l 司よL，*，、

日金 季畠会 rJ (Fi 
23 黍箇会・

24日 土 ----25日 日 ----26 目見 委員会 '" (仮ttd) Z企 i 防災県土

27日 :k 川て会 (常任萎l 日j
28日 水 i休会 (委J i日)

29 日木 委員会
世、市

三員会(採決) 議仙北会官運官営季醐昌会J :ff'"υ、骨

30日令匡語 定図}j会iIl1)
時 l
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